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光学式ガス検出セシザシステムの開発検討
Development of Optical Sensor for Volcanic Gases 
夫前宏和．三宅俊子｛徐式会社センテンシア）．小花和宏之（徐式会社ビジョンテック）．ヨサフアツトテトオコスリスマンティョ（子Z医大学｝
Hlro岡山Ohm鵠，T備制民oMlya陶（Sen旬間泊Corporatl側.）， HI『O抑制O凶摘嗣(VisionTech Inc.) , J偶 a酬明1tT1舗ukoSrlSu刷 ntyo(Chl回 Un川
昼長金E
これまで、火山ガス検出システムとして化学素子を用いたセンサ開発を行ってきた。
定点での観測、 UAV（ド口ー シ）に搭載した鉛直分布測定を行い、測定結果から、その測定値は概ね妥当な値を得られることを確認した。
一方で、多彩な火山ガスを検出するには、それぞれのガス種に応心た化学素子を用いることが必要であり、多種類火山ガスを同時観測するためには複数個の
化学素子を必要とするため、小型化には限界があり、定点観測時には問題とならないものの、 UAV搭載観測においては、重量制限による検出ガス種数の制
限、もしくはUAV飛行時間、ひいては観測範囲の制限などを伴う。
特定の火山ガスは特定の光波長に対して吸収を起こす事から、その波長での光量減衰を測定することで、火山ガスを検出することが出来る。
そこで、この原理を用いて光学式火山ガス検出センザシステムを構築することを考え、今年度は、その光学モデルの構想、とセンサシステムの方式及びその要件を抽
出することを目的として研究開発を行った。
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これまでの研究結果
司化学素子を用いたCO2センヲシステムの構築
構ー築したCO2センザを用いた定点観測：継続観測は定点観測のみ可能＝要望に応じて提供可能
-CO2センりをドロー ンに箔載し鉛直分布測定を実施：今年度は現場実施出来ず
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今回の研究の目線
会多種ガスを取り級うことを目
化学素子を用いたセシザシス子ムの場合は、検出ガス種に応じた菜子力t複数個必要 __.. 
→小型化が難しい
→UAV信載などが困難、もしくは観測範囲が限定されることで、機動性を阻害する
光学セシザモデル
一般的にガスの眼光度は、以下の式で表わ喧れる
A （入）= £ （λ） xCxL 
ここで，A（λ） 波長入における眼光度 £ （λ） 波長λにおける吸光係数
鉛直分布測定結果
一度Iζ多種類の火山ガスを検出できる
先学式ガス検出センサシステムの開発
合基本綱造は単ー光学系
市小型化を念頭Ii:光学系を検討
＊検出ガス種lまフィルター を各種使用するととで対応
C ：試料濃度 L：試料厚さ（試料中の光路長）
その場でのガス測定方式には、非分散型赤夕刊及収法、フ リ工変換赤外分光法、量子力スケ ドレ ザ赤外分光j去、非分散型紫外吸収法、紫外分光法
など各種方式力ある。
基準ガスなどを用いる方式や駆動部が有る方式では、重量的な問題からUAV搭載を考えると非現実的であり、またUAVの振動緩和なと別途解決すべき
課題がある。同様にフラッシ1ランプなどを用し史方式では、検出器の応答特性が関係するため、コストの問題も生じる。
そごで、非常に単純な光学系方式として構築し、白色光源（TBD）より島巴光景を導波路に照射し、出射光をフィJL-9-1こより分光する方式、比較的安価
な単葉子様出器を用いることが可能な光学式セシサモデルを検討したa キー は上の式におりるしの泌路島の路大であるa
光学式センサの原理図 売掌系指1=!モデM導i庖路の反射箇モデJし）
開発検討の現状
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光学系の設計条件として、本体のサイズ20cmx20cmをペ スーとした。現状光学シミュレー ション結果からは、光路長としてlm幸司蔓可能と考えている。
これはUAV（ドロー ン）搭載を考えての制限条件である。大型ドロ ンーを使用出来る環境であれば大きくても問題は無いとは考えられるが、実際に使用出来る
機初、つまり一般、安価にかつ比較的手軽に使用出来る樹花考慮した条件である．
乙の条件で2mの光路長を実現するためには、上記光学モデルにおいて、
(l)A部とB却の距離を離す
もしくは
(2)A部＋B昔日一体備造を多段化する
事で対応出来るのではないかと考えているe
次年度は、上記光学モデルをペ スーにブ口トモデルを試作したいと考えている．
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